
 

 

 

 

 

令和８年度 荒谷小だより  No.４ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地  
令和８年 ６月１８日（木） 

自分で社会を生き抜く「自ら・共に・しなやかに」の資質・能力育成  

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 
そのために、教科の本質を大

切にした授業に心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に味

わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も「夢の木」が完成しました。R８ 上期 
                                        裏面に写真を掲示しています 

【下学年】 

・テニス選手 ・サッカー選手(２) ・柔道の先生、柔道の選手 ・オリンピックで 1 位になる 

・漫画家(３) ・ピアニスト ・パティシエ(５) ・パン屋さん ・料理人 ・YouTuber 

・会社の社長 ・クロネコヤマトの社員 ・ペットショップの店員 ・新幹線の開発者 

・幼稚園の先生(２)学校の先生、保健室の先生 ・警察官 ・救命救急士、救急隊 ・電車の運転手 

・いいこといっぱいする大人 ・考え中 

【上学年】 

・イラストレーター ・グラフィックデザイナー ・ＵＩデザイナー ・YouTuber ・vTuber 

・お菓子屋さん、お菓子を作る(４) ・調理師 ・漬物屋さん ・料理人 ・本屋さん  

・保育士(４)、幼稚園の先生 ・科学者 ・学者 ・ピアニスト ・音楽の教師 ・サッカー選手 

・大学の教師（恐竜専門） ・警察官 ・ＣＡ ・漫画家 ・家具職人 

・会社員 ・社長 ・ネットフリックスの社員 ・ゲーム会社の社員 ・宝石会社の社員 

・動物園、水族館の飼育員(３) ・美容師(３) ・マックの店員  セブンイレブンの店員  

・楽しく生きる ・幸せになる 

子供一人一人の夢です。複数の内容を書いた子供もいるので合計と子供の数が違っていま

すのでご了承ください。この夢の木を作る度にいつも感じることは「勉強は自分の夢の達成

にためにある」ということです。本当に大切にしてほしいと思いますし、実現のためにその

過程に向かう努力をしてほしいと思います。努力なしに実現はありません。 

ある学級で算数の授業が行われた時に、文章問題で「それは引っ掛けですか？」という声

がありました。確かに問題文には答えを出すのには必要のない数字や場面設定があります。

しかし、それは日常の中では当たり前のことであり、引っ掛かったり、騙されたりしないで

生活していくことは大切なことです。子供達には「騙されないようになるために算数の力を

つけましょうね」とは言いますが、実はそれだけではなく、身の回りに溢れる様々な情報か

ら自分にとって必要なものを選び出して判断していく力を身に付けてほしいと思っていま

す。算数の本質はそこにあるだろうし、国語の情報処理、社会の資料の読み取り、理科の実

験結果の分析などもそういったところにつながっていると思います。現在行われているサッ

カーワールドカップの日本代表の選手たちも信念を持ってやってきた人たちです。自分の考

えをしっかり持ち、主体的な生き方を体現しています。 

荒谷小学校で私達がやろうとしていることも、学習をより主体的に一人一人が取り組める

ようにすることです。学校の授業改善もその方策の一つですし、夢自学もその方策の一つで

す。もちろん、体験活動や校外学習も大切な学びの場です。今後とも、保護者・地域の皆様の

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、文部科学省が次期指導要領策定に向けて基本的な考

えの一つに、高等学校での物語教材を増やすことを考えてい

るというニュースを耳にしました。理由の一つにＡＩの想定

以上の進化が背景にあり、もっと人間として人の気持ちが分

かる人材を育てるため、小説など文学に触れる機会を増やさ

なければならないということです。確かに読書は能動的な活

動であり、物語や小説では人間味あふれる登場人物たちがド

ラマを繰り広げることがよくあります。様々な考えに触れる

ことで心が耕されることは期待できます。本校でも、以前か

ら読書を課題として挙げており、国語の授業はもちろん、葡

萄の木さんによる読み聞かせを続けていただき、図書の環境

を整えています。現在は、昇降口の廊下に、生き方を描いた

伝記やキャリア関係の本を展示しています。図書室のカウン

ターの横には感想文コンクール等の課題図書が展示されてい

ます。後は、いかに子供達が実際に本を手に取り、物語の世

界に浸れるかどうかです。先日は４年生が国語の教科書にあ

る「一つの花」という物語教材で授業研究会を行いました。

全学年の国語の教科書に物語教材がありますので、ぜひ一度

目を通してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本に親しむ環境づくり 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昇降口前廊下 

図書室のカウンター横 


